
　午前中は、炭焼
き場や茅葺屋根の
民家などを見学
し、民家を開放し
て地域の特産品な
どの展示・販売を
行う「別所の井戸端展」を楽しみました。
　午後からは、北部地域についての意見交
換会を行い、「井戸端展に見学だけでな
く、出店する側で参加したい」、「北部地域

の人とふれあうこ
とができるイベン
トを充実してほし
い」などの意見が
ありました。

　区民の方や京都市未来まちづ
くり100人委員会のメンバーな
ど約50名が参加しました。
　午前中は２チームに分かれ，
山歩きチームでは、地元や研究
者の方の解説を聞きながら、別
所の山の様子を観察しました。
チマキザサチームでは、絶滅の

危機に瀕するチマキザ
サを再生しようと里親

が自宅な
どで育て
たササを
山に植樹
しました。

紅葉を楽しみました
～左京区民ふれあいウォーキングを開催～

左京の自然を愛でるプロジェクト

別所・花脊地域での活動報告
　11月23日に「第19回左京区民ふれあいウォー
キング」を開催しました。気持ちのよい秋空の
下、約400人の方が参加しました。
　スタートの北大路橋からゴールの実相院、岩倉
具視幽棲旧宅・対岳文庫までの約７キロのコース
では、汗を拭いながら歩く方もいました。小さな
子どもを連れたご家族もたくさん参加しており、

子どもたちも一緒に紅葉を楽
しんでいました。

別所と花脊の自然を歩こう

「左京はあとふるプラン」（区基本計画）の推進の一環として、美
しい自然を実感して育んでいただくために「左京の自然を愛でる
プロジェクト」を実施しています。

井戸端展

意見交換会

井戸端展

意見交換会 いけ花

　午後からは、
人と自然との関
わりの歴史や課題、里山の保全
活動についてのお話や、未生流
笹岡家元笹岡隆甫氏によるいけ
花の実演が行われました。いけ
花には山歩きの際に見つけたイ
ロハモミジなどを用い、華道や
日本文化について分かりやすく
お話しいただきました。
　今後も「左京の自然を愛でる
プロジェク
ト」に取り
組んでいき
ます。

山歩き

いけ花

山歩き

チマキザサの植樹チマキザサの植樹

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。区
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
東
日
本
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
大
震
災
の
発
生
以
降
、
皆
様

か
ら
防
災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
が

増
え
て
お
り
、
皆
様
の
関
心
の
高
さ
が

伺
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
絆
を
大

切
に
し
よ
う
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
、
区
役

所
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
日
々
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　

左
京
区
は
、
自
然
と
歴
史
、
文
化
と

い
っ
た
様
々
な
個
性
に
彩
ら
れ
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
こ
の
魅
力
を
更

に
高
め
、
災
害
に
強
い
、
安
心
安
全
で
、

地
域
が
太
い
絆
で
結
ば
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し

た
「
左
京
は
あ
と
ふ
る
プ
ラ
ン
」（
区

基
本
計
画
）
を
推
進
し
、
区
民
の
皆
様

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を

拡
充
し
て
参
る
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

区
民
の
皆
様
と
と
も
に

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

左京区長
山内　清

　本年は、京都市長様に干支「龍」の一文字を墨書していた
だき凧に仕立てました。天高く舞い上がる凧に添えた花は、
燃えるような真紅のグロリオサと、黄金色のオンシジューム。
いずれもこの一年が皆様にとって昇り龍の如き勢いと豊かさ
に恵まれる年でありますようにとの願いをこめました。どう
ぞ、よき年をお迎えくださいませ。

　前家元 笹 岡 勲 甫
（左京区民ふれあい事業実行委員会文化部会顧問）

別所のまち歩き ［10月30日］ ［11月23日］

未生流笹岡

※電話のお掛け間違いにご注意ください。

左京区シンボルマーク

京都マラソン2012 
大会当日は自動車を使用しないよう、ご協力をお願いします。
【問合せ】 スポーツ振興課　☎366━0314  FAX213━3367

平成24年３月11日（日）開催
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82,558
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（平成23年12月1日現在）
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世帯
人

検索京都いつでもコール⃝パソコン、携帯電話で
※電話・FAXのお掛け間違いにご注意ください。



左京老人福祉センター
平成24年度同好会参加者募集
　当センターを拠点に活動している同好会へ

の参加者を募集します。

同�好会　手品、フラダンス、パ
　ソコン、謡曲、体操、詩吟、

　英会話、編み物、絵手紙、大

　正琴、カラオケ、民謡、ヨー

　ガ、俳句、茶道（裏千家）

対象　市内在住60歳以上の方
期間　4月1日〜平成25年3月末
　までの1年間

場所　左京老人福祉センター
費用　会費制（同好会により異なります）
申�込み　１月〜２月に事前見学のうえ、２月
13日㈪〜25日㈯に直接当センターへ

※�電話、FAX及び代理の方による申込みはで
きません。

問合せ　左京老人福祉センター（☎722-4650）

衝
動
的
な
行
動
危
険
で
す
！

　

靴
に
履
き
替
え
る
の
が
面
倒

で
、
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
…
」
と
ス

リ
ッ
パ
や
ツ
ッ
カ
ケ
で
用
事
を
す

ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
。
後
で
片
付

け
る
か
ら
と
、
床
の
上
に
物
を
置

き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
何
度
も
往
復
す
る
の
が
面
倒

転
倒
予
防
豆
知
識

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

人
間
健
康
科
学
系
専
攻

理
学
療
法
士

森　

周
平

市　民　し　ん　ぶ　ん　左京区版　　 第１93号　　平成24年1月15日　（2）

文
化
財
防
火
運
動
を
実
施

　

左
京
消
防
署
で
は
、
１
月
23
日

㈪
か
ら
29
日
㈰
ま
で
「
み
ん
な
で

文
化
財
を
火
災
か
ら
ま
も
ろ
う
」

の
期
間
と
定
め
、
消
防
訓
練
や
防

火
行
事
を
行
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
文
化
財
防
火
を
訴
え
て
い
ま

す
。
文
化
財
に
は
建
物
、
仏
像
、

絵
画
等
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も

先
人
が
大
切
に
守
っ
て
こ
ら
れ
た

貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

区
内
に
は
、
国
宝
や
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
日
本
を
代
表
す

る
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
も
貴
重

な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
者
と
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
、
か
け
が

え
の
な
い
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

火
災
か
ら
ま
も
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

左
京
消
防
署
予
防
課

　

（
☎
７
２
３
・
０
１
１
９
）

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置 

お
願
い
し
ま
す
！

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
文
化

財
防
火
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
運
動
は
、
昭
和

24
年
１
月
26
日
に
、
奈
良
県
斑

鳩
町
の
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上

し
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
30
年
に

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
日
を
中
心
に

１
週
間
を
「
文
化
財
防
火
運
動
」

　
　

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
　
　
　
　
　

１
月
15
日
㈰
～
21
日
㈯

で
、
手
に
い
っ
ぱ
い
荷
物
を
抱
え

て
歩
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
に
衝
動
的
に
行
動
す

る
人
は
、
面
倒
が
ら
ず
に
行
動
す

る
人
に
比
べ
て
転
倒
し
や
す
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
せ
ら
ず

ゆ
っ
く
り
、
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」

考
え
て
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
に
な
る
に

つ
れ
て
心
配
に
な

る
の
が
転
倒
で

す
。
高
齢
者
の
転

倒
を
予
防
す
る
体

操
を
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
活
動
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
を
受
け
て
い

た
だ
い
た
後
、
区

内
の
教
室
で
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

対
象　

区
内
在
住
の
方

研
修
日
程

　

区
役
所　

　

２
月
７
日
㈫
、
14
日
㈫
、

　

左
京
合
同
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
月
10
日
㈮
、
28
日
㈫

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

定�

員　

20
名
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申�

込
み　

１
月
30
日
㈪
ま
で
に
電

話
で
左
京
区
地
域
介
護
予
防
推

進
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
７
４
１
・
２
１
９
２
）
へ

左京元気アップ
サポートリーダー募集

　確定申告説明会・申告相談会のご案内　

　確定申告地区相談のご案内　

　所得税の確定申告書　広域会場のご案内　

　所得税の確定申告は、ｅ-Taxをご利用ください　

確
定
申
告

説
明
会　

開催日 開催時間 会　場 内　容

１月27日㈮ 14：00〜16：00 京都会館
会議場 所得税・消費税

地
区
相
談
会
場

開催場所 開催日 開催時間

京都銀行下鴨支店　　　
₂月22日㈬

〜24日㈮

10：00～12：00
13：00～16：00

（受付は15：00まで）
京都信用金庫修学院支店

左京区役所岩倉出張所　

広域申告
センター

開催日時 場　所

₂月19日㈰、26日㈰
9:00～17:00

（両日曜日に限り開催）

池坊短期大学　美心館
地下アッセンブリホール

（地下鉄「四条」駅・阪急「烏丸」）駅下車26番出口徒歩すぐ

年金受給者の
ための

申告相談会

開催日 開催時間 内　容

₂月₁日㈬〜₃日㈮ 10：00～12：00
13：00～16：00

（受付は15：00まで）

京都教育文
化センター

₂月₈日㈬〜₉日㈭
（税理士が相談に応じます） 左京区役所

　確定申告説明会では所得税の改正事項や確定申告書の書き方に

ついて説明します。また、年金受給者の方を対象に申告相談会を

開催します。　

　近畿税理士会左京支部の税理士が無料で相談に応じます。

※�「京都教育文化センター」に駐車場はありません。左京区役所

の駐車場は大変混み合うため、車での来場はご遠慮ください。

※各会場とも、駐車場が狭いため、車での来場はご遠慮ください。

問合せ　左京税務署　個人課税部門（☎761-5371）
　　　　区役所市民税課（☎702-1034）

　　　　左京納税協会（☎771-6410）

市・府民税の申告
　市内在住（今年１月１日現在）で、

平成23年中の所得が市・府民税の基礎

控除額、配偶者控除額、扶養控除額の

合計を超える方は、区役所市民税課に

申告してください。

　ただし、次のような方は、通常、申

告の必要はありません。

〇�平成23年分の所得税の確定申告をし

た方

〇�平成23年中の所得が給与だけで、勤

務先で年末調整が行われ、市町村に

給与支払報告書が提出されている方

所得税の確定申告
　次のいずれかに該当する方は、税務

署に所得税の確定申告をしてください。

〇�事業所得や不動産所得等から算出さ

れる所得税額がある方

〇�給与所得以外の所得が20万円を超え

る方

〇�給与収入が2,000万円を超える方

公的年金を受給されている方の所得税
の確定申告
　公的年金等の収入（２カ所以上ある

場合は、その合計）が、400万円以下

で、かつ、公的年金等以外の所得が20

万円以下の場合は、平成23年分以後、

　自宅や事務所等から、インターネット

を利用して申告、申請・届出等ができま

す。

　詳しくは、ｅ-Taxのホームページをご
覧ください。

問合せ　左京税務署（☎761-5371）
　　　　区役所市民税課（☎702-1034）

原則として、所得税の確定申告が不要

になります。

※�医療費控除等による所得税の還付を

受ける場合は確定申告が必要です。

※�公的年金等以外の所得がある場合や

年金から天引きされていない社会保

険料の所得控除を受ける場合等は、

市・府民税の申告が必要です。

所得税が戻る場合があります。
　給与所得者や公的年金等受給者で、

次のいずれかに該当する方は、税務署

へ所得税の確定申告書を提出すると、

源泉徴収された税金が還付されること

があります。

〇�勤務先や公的年金等支払者に届け出

ている以外に、社会保険料、生命保

険料等の所得控除がある方

〇多額の医療費を支払った方

〇�住宅ローンを受けて住宅を取得した

方

　なお、給与所得者の還付申告や公的

年金収入のみの簡易な確定申告書は、

上記申告期間に区役所の市民税課でも

受け付けています。

問合せ
　区役所市民税課（☎702-1034）

　左京税務署（☎761-5371）

市・府民税、所得税の申告はお早めに　申告期間　₂月16日㈭〜₃月15日㈭ （土・日を除く）

イ
ー
タ
君



凍結防止剤散布にご協力ください
　京都市が管理する道路のうち、勾配が急な坂
道や橋など凍結しやすい所に凍結防止剤を置い
ていますので、ご利用ください。
　凍結防止剤の散布量は、１㎡当たり約30ｇ
（一握り）で十分効果がありますので、まき過
ぎにご注意ください。
　配置場所での残量確認など、パトロールを
行っていますが、凍結防止剤が少なくなってい
るなど、お気付きのときはご連絡ください。ま
た、配置していない道路で必要なときは、土木
事務所でお渡しします。皆様のご協力をお願い
します。
問合せ　左京土木事務所（☎791-9134）

左京図書館
開館時間　平日：10:00～19:30
　土・日曜、祝日：10:00～17:00
休館日　毎週火曜、第₂・₄水曜
　臨時休館　₂月₇日㈫〜10日㈮
赤ちゃん絵本の読み聞かせ
　₁月19日㈭、₁月26日㈭、
　₂月₂日㈭ いずれも10:30〜
講演会「左京区歴史散歩〜琵琶湖疏水の話〜」
　講師：佛教大学文学部 教授 原田敬一氏
　₁月21日㈯14:00〜
お楽しみ会
　₁月28日㈯11:00〜
問合せ　左京図書館（☎722－4032）

岩倉図書館
開館時間　月・木曜：10:00～19:00
　その他の曜日・祝日：10:00～17:00
休館日　　毎週火曜、第₂・₄水曜
　臨時休館　₂月28日㈫〜₃月₂日㈮
お楽しみ会
　₂月₄日㈯14:00〜、18日㈯14:00〜
赤ちゃんタイム
　₂月10日㈮11:00〜、24日㈮11:00〜
えいごタイム
　₂月11日(土/祝)14:00〜、25日㈯14:00〜
問合せ　岩倉図書館（☎702－8510)

移動図書館｢こじか号｣
巡回日程
₁月27日㈮
　10:00～10:40　修学院小学校
　11:00～11:40　上高野小学校
　13:00～13:40　八瀬小学校
₂月₃日㈮
　10:00～10:40　市原野小学校
　11:00～11:30　鞍馬本町かどや駐車場
　13:00～13:40　鞍馬小学校
₂月15日㈬
　10:00～11:00　京都大原学院（大原小中学校）
　11:20～11:50　農協静原支所横
　13:00～13:40　静原小学校
問合せ　移動図書館（☎801－4196）

市税の納め忘れはありませんか
２月・３月は「滞納整理強化期間」です
〜京都市の発展を支えるあなたの市税〜
　市では、行政サービスに必要な市税収入の確
保と納税の公平性を確保するため、滞納市税の
徴収強化に努めています。
　そのため、₂月と₃月を市税の「滞納整理強
化期間」とし、集中的に徴収の取組を進めてい
きます。
　この期間中は、昼間や平日に不在の方を対象
とした、夜間・休日の納税催告等を実施しま
す。また、財産や収入があるにもかかわらず、
納付が進まない滞納者に対しては、法令に基づ
き徹底した預貯金、給与、生命保険、不動産、
動産等の差押えを行います。
　特別な事情があって市税の納付が困難な場合
は、相談を受け付けますので早急に納税課まで
ご相談ください。
問合せ　納税課（☎702-1198）

介護保険適用除外施設に入（退）所の際は届出を
　40歳から64歳までの方（介護保険第₂号被保
険者）がいる世帯の国民健康保険料は、医療分
保険料と後期高齢者医療制度を支援するための
保険料に介護分保険料を加えた金額です。
　しかし、指定障害者支援施設などの介護保険
適用除外施設に入所中の方は、介護保険の被保
険者ではありませんので、入所中は介護分保険
料がかかりません。当該施設に入（退）所され
た場合は、14日以内に保険年金課窓口に届出を
してください。
問合せ　保険年金課（☎702-1168）

こころの健康相談（精神保健福祉相談）
　眠れない、やる気がでない、人に見られてい
る気がする、物忘れが気になるなど、こころの
問題を抱え、誰にも相談できずに悩んでいませ
んか。
　区では精神科医と精神保健福祉相談員による
こころの健康に関するさまざまな相談を行って
います。お気軽にご相談ください。
日時　第１、₂、₃、₄月曜日（予約不要）
　　　13:30〜15:30（受付）
場所　区役所₃階
費用　無料
問合せ　健康づくり推進課（☎702-1222）

冬場を快適に過ごすために
　冬場は暖房器具を使うことや長時間窓を閉め
ることなどで室内の温度が高くなると、ダニが
発生しやすくなります。
　また、新建材や家具、防虫剤などから出る化
学物質で空気が汚れて起こるシックハウス症候
群が問題になっています。
　次の予防法を参考にして快適な室内環境を作
りましょう。

定期的に換気を行う
◯�空気が流れるよう₂カ
所以上窓を開ける。

◯�押し入れ、タンスの扉
も開ける。

原因物質を持ち込まない
◯�新築やリフォームをし
たり、家具を購入した
りするときは、化学物
質を含まないか少ない
ものを選ぶ。

ダニ退治
◯�掃除は隅々まで丁寧に行う。
◯�寝具類は、天日干しや布団乾燥機で乾燥させ
た後、叩いてダニやその死がい、ふんを表面
に浮かせ、掃除機で吸い取る。

問合せ　衛生課（☎702-1256）

高齢者インフルエンザ予防接種は、１月末
までです
　65歳以上の高齢者（60～64歳で内臓や免疫に
一定の障害のある方を含みます。）のインフル
エンザ予防接種は、１月31日までですので、お
急ぎください。
料�金　1,500円（市府民税非課税の方、生活保
護受給者・中国残留邦人等支援給付受給者
は、介護保険料納入通知書を提示すれば免
除。紛失した場合は、非課税証明書や受給証
明書が必要）

申込み　市内の協力医療機関に要予約
問合せ　健康づくり推進課（☎702－1219）

経済センサス（活動調査）にご理解を
　平成24年₂月₁日現在で、全国や各地域の経
済活動の状態を明らかにするため、全ての事業
所及び企業を対象に経済センサス（活動調査）
を実施し、従業者数、事業の内容、売上金額な
どを調査するとともに、全国の経済活動に対す
る東日本大震災の影響を把握します。
　₁月中旬から調査員が調査票の記入をお願い
に伺いますので、ご理解、ご協力をお願いしま
す。
問合せ　総務課（☎702-1021）
　市情報化推進室情報統計担当（☎222-3216）

弁護士による無料法律相談
　日常生活の中で起こる様々な法律問題の相談
に応じます。
日時　毎週水曜日　13：00 〜
場所　区役所₁階まちづくり推進課相談室
定員　先着15名（正午から整理札を配付）
問合せ　まちづくり推進課（☎702-1029）

行政書士会による無料相談
　行政機関に提出する書類、遺産分割協議書や
契約書をはじめとする書類の作成等、様々な相
談に応じます。
日時　₂月14日㈫ 14：00〜16：00
場所　区役所１階大会議室
問合せ　京都府行政書士会第₄支部長
　　　　（☎762-0505）

１月31日㈫は、市・府民税　第４期分の納期限です。
問合せ　課税内容：区役所市民税課（☎702-1034）　納付相談：区役所納税課（☎702-1198）
　　　　口座振替：市納税推進課（☎213-5466）

＊納期限を過ぎると、延滞金がかかることがありま

すのでご注意ください。

＊市税の納付には、便利で確実な口座振替をご利用

ください。

（3）　平成24年1月15日　　第１93号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　左京区版

税

土木事務所

相談
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　冬の時期、左京区の北部地域では、積雪が２ｍに達し、
家から外出できない日もあります。
　雪かきボランティアにご参加いただける方を募集しま
す。ご都合のよい日にご協力ください。

挿絵・川柳募集
　採用された方には、トラ

フィカ京カード500円分を差

し上げます。

テーマ　「デビュー」
掲載号　４月15日号
応募方法　氏名（ペンネーム
可）、住所、電話番号を明

記し郵送してください。１

人３句まで。　

応募締切　２月29日㈬（必着）
応募先　〒606－8511　左京区
役所総務課　左京ボイス担

当（☎702－1021）

　

鞍
馬
、
貴
船
、
二
ノ
瀬
、
市

原
、
静
原
の
墓
地
が
ど
こ
に
あ
る

か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
墓
地

は
、
死
者
が
生
前
に
暮
ら
し
て
い

た
村
や
、
働
い
て
い
た
田
畑
や
山

林
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
市
原
の
墓
地
は
、

市
原
を
取
り
囲
む
山
の
市
原
側
斜

面
に
な
く
、
高
野
川
水
系
に
属
す

る
岩
倉
側
斜
面
に
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
鞍
馬
、
貴
船
、
二
ノ
瀬
の
墓

地
も
市
原
の
墓
地
と
同
じ
所
に
あ

る
の
で
、
鞍
馬
、
貴
船
、
二
ノ
瀬

の
墓
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か

ら
遠
く
離
れ
た
所
に
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
静
原
の
墓
地
も
、
静

原
を
取
り
囲
む
山
の
静
原
側
斜
面

に
な
く
、
岩
倉
側
斜
面
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
北
区
雲
ヶ

畑
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
30
年
代
初
め
ま
で
、
雲
ヶ
畑

で
は
人
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
遺

体
を
担
い
で
持
越
峠
を
少
し
越

え
、
清
滝
川
水
系
に
属
す
る
真
弓

側
斜
面
で
火
葬
し
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
日
、
骨
拾
い
に
行
き
、
一
部

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
骨
を
そ
の

近
く
に
埋
め
、
残
し
た
骨
を
骨
壺

に
入
れ
雲
ヶ
畑
内
の
寺
の
敷
地
内

に
あ
る
墓
地
に
埋
め
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
共
通
す
る
こ

と
は
何
か
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
地

域
が
い
ず
れ
も
賀
茂
川
水
系
に
属

し
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
水
が
御

所
の
用
水
と
な
っ
た

こ
と
で
す
。
江
戸
時

代
後
期
、
御
所
用
水

は
、
現
在
の
北
山
大

橋
あ
た
り
で
賀
茂
川

か
ら
取
水
さ
れ
て
南

下
し
、
鞍
馬
口
通
あ

た
り
か
ら
東
へ
向
か

い
、
相
国
寺
東
側
を

通
っ
て
今
出
川
御
門

に
い
た
っ
て
い
ま
し

た
。
か
つ
て
は
土
葬

が
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
た
の
で
、
賀
茂

川
上
流
域
に
墓
地
を

造
ら
せ
な
か
っ
た
の
は
、「
御
所

御
用
水
た
る
に
よ
り
汚お

穢わ
い

を
避
く

る
た
め
」（『
愛
宕
郡
村
志
』・

１
９
１
１
年
）
で
あ
っ
た
と
い
う

の
で
す
。
い
つ
頃
か
ら
そ
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り

し
な
い
の
で
す
が
、
静
原
の
場
合

は
、
村
近
く
に
あ
っ
て
賀
茂
川
水

系
に
属
す
る
旧
墓
に
「
嘉
永
二

年
」（
１
８
４
９
年
）
の
墓
石
が

残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

し
か
し
御
所
用
水
の
汚
穢
を
避

け
る
よ
う
に
墓
地
が
造
ら
れ
て
い

る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
は
例
外

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
西
賀
茂

に
あ
る
上
賀
茂
地
域
の
墓
地
に
降

る
雨
は
、
御
所
用
水
に
流
れ
込
ん

だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
元
は
深
泥
池
集
落

北
側
の
峠
付
近
に
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
深
泥
池
地
域
の
墓
地
が
、

そ
こ
か
ら
１
㎞
ほ
ど
東
の
岩
倉
側

斜
面
に
今
は
移
転
し
て
い
る
こ
と

も
不
思
議
で
す
。
元
の
墓
地
が
峠

の
深
泥
池
側
に
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
こ
に
降
っ
た
雨
は
賀
茂
川

に
流
れ
込
ま
ず
、
高
野
川
に
流
れ

込
む
の
で
、
御
所
用
水
に
入
ら
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
墓
地
が
移
転
し
た
よ
う

な
の
で
す
。
他
方
、
松
ケ
崎
の
墓

地
に
降
っ
た
雨
も
、
深
泥
池
に

降
っ
た
雨
と
最
終
的
に
は
同
じ
経

路
を
通
っ
て
高
野
川
に
流
れ
込
み

ま
す
が
、
松
ケ
崎
の
墓
地
は
移
転

し
て
い
ま
せ
ん
。

区
民
作
品
コ
ー
ナ
ー   

川
柳

●
テ
ー
マ
●
「
年
賀
状
」

被
災
地
へ
祈
り
の
龍
の
年
賀
状�

（
飯
田　

幸
子
）

年
賀
状
メ
ー
ル
増
え
て
も
俺
手
書
き�

（
渡
辺　

孝
信
）

パ
ソ
コ
ン
の
検
定
な
の
か
年
賀
状�

（
佐
藤　

光
一
）
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　静原地域の方々と京都工

芸繊維大学、区役所で構成

する「静原の里ワーク

ショップ」では、平成22年

度から、静原の魅力を更に

高めようと取組を進めてい

ます。

　昨夏にＪＩＣＡ（青年海

外協力隊）の研修生と自治

振興会の皆さんとともに整

備した山道に、今後は、案

内板や標識等を制作して設

置するなど、楽しめるハイ

キングコースづくりとマッ

プ作成を進めます。昨秋に

は、多くの来場者で賑わっ

た地元ＮＰＯ法人「洛北静

　左京区役所では、認知

症などになっても住み慣

れた地域で安心して暮ら

せるよう、｢高齢者にやさ

しい店｣事業を展開してい

ます。事業の趣旨に賛同

いただいた登録店は、100

店舗を超えました。

　下記の日程で、店舗の

皆様を対象に｢認知症サ

ポーター

養成講座

｣を開催

しますの

で、高齢

者にやさ

しい店舗づくりにご協力

いただける方々のご参加

をお待ちしています。

日時　２月17日㈮19:00〜
場�所　区役所１階大会議
室

申込み　区役所支援課
　（☎702－1145）

原の里」主催「しずはらの

里コスモスまつり（10月）」

や「ＹＡＥ静原秋のコン

サート（11月）」に協力しま

した。

　今後も静原の魅力を盛り

込んだイベントやワーク

ショップを開催し、地域の

皆さんとともに、「静原地

域のまちづくり」を進めて

いきます。

問�合せ　区役所まちづくり
推進課（☎702－1029）

　

12
月
1
日
、
各
学
区
の
市
政
協

力
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
と
山
内

左
京
区
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
、
そ
の
後
、
門
川
市
長
を
囲
ん

で
、
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

区
長
懇
談
会
で
は
、
左
京
区
総

合
庁
舎
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
や
旧

左
京
区
総
合
庁
舎
・
旧
駐
車
場
の

跡
地
利
用
、
広
域
的
な
獣
害
対

策
、
北
部
地
域
の
倒
木
処
理
等
の

課
題
を
議
題
と
し
、
市
の
担
当
部

局
か
ら
現
状
や
今
後
の
方
針
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
で
は
、
門
川
市
長

が
市
政
協
力
委
員
の
日
頃
の
活
動

へ
の
感
謝
、
区
民
と
区
役
所
の
連

携
で
左
京
区
が
一
層
魅
力
あ
ふ
れ

る
行
政
区
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、｢

左
京

区
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た｣

と

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く

り
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

両
懇
談
会
と
も
左
京
区
を
更
に

素
晴
ら
し
い
区
に
す
る
た
め
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
実
り

の
多
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

洛
北
の
墓
地

「高齢者にやさしい店」事業
～認知症サポーター養成講座　受講者募集～

左
京
区
区
長
懇
談
会・

　
　
　
　
　

市
政
懇
談
会
を
開
催

雪かきボランティア募集
〈別所・広河原地域〉左京区北部雪かきボランティア
　左京区社会福祉協議会、別所社会福祉協議会、広河原

学区社会福祉協議会の主催で行います。事前にボラン

ティア講座を受講していただきます。

別所地域（花脊別所町）
　１月29日㈰ 8：30集合〜17：00解散予定
※�ボランティア講座は、１月26日㈭ 14：00〜、19：00〜のいずれか。
広河原地域（広河原下之町）
　２月11日㈯ 8：30集合〜17：00解散予定
※�ボランティア講座は、２月７日㈫ 14：00〜、19：00〜のいずれか。
集�合場所　左京合同福祉センター（左京図書館、老人
福祉センター前）

※現地までバスで送迎

定員　各30名（応募多数の場合抽選）
費用　500円（ボランティア保険、昼食代の一部）
申�込み　２月３日㈮までに電話で左京区社会福祉協
議会（☎723－5666）へ

〈久多地域〉スノーバスターズ
　救援ボランティア左京（医師及び市民

有志）の主催で行います。

※�自家用車での参加可能（スタッドレスタイヤ、

　タイヤチェーンが必要）

日�時 ２月５日㈰ 7：30集合
　〜16：30解散予定

集�合場所　白川通北大路交差
　点から西へすぐ北側（明星

　観光バスターミナル向い）

場所　久多地域
費�用　500円（ボランティア保険、昼食
代の一部）

申�込み　１月29日㈰までに住所・氏
名・電話番号を記入のうえ、ファク

シミリで藤田（FAX781－5035）又は山

藤（FAX721－9326）へ

静原地域のまちづくり
～静原の里ワークショップ～

静原の墓地。背後は岩倉盆地。平成23年11月27日。

9月の講座の様子

山道の整備


